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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素、
　信号源から受信した直前の映像信号、現在の映像信号、及び次の映像信号を比較し、そ
の比較結果に基づいて前記現在の映像信号を補正する映像信号補正部、そして
　前記映像信号補正部からの前記補正映像信号を、対応するデータ電圧に変えて前記画素
に供給するデータ駆動部を含み、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１設定値以下であり、前記現在の
映像信号と前記次の映像信号との差が第２設定値よりも大きい場合には、前記現在の映像
信号及び前記次の映像信号に基づいて前記現在の映像信号を補正し、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１設定値よりも大きい場合に
は、前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて前記現在の映像信号を補正し
、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１設定値以下であり、前記現
在の映像信号と前記次の映像信号との差が前記第２設定値以下である場合には、前記現在
の映像信号の補正を行わない、液晶表示装置。
【請求項２】
　前記映像信号補正部は、記憶されている前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号を
出力し、前記次の映像信号を記憶するフレームメモリ、そして
　前記現在の映像信号及び前記次の映像信号に基づいて予め決められた第１補正変数と、
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前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて予め決められた第２補正変数とを
記憶し、前記次の映像信号、前記フレームメモリからの前記直前の映像信号、及び前記現
在の映像信号に基づいて当該補正変数値を出力するルックアップテーブルを含み、
　前記ルックアップテーブルは、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１設定値以下であり、前記現在の
映像信号と前記次の映像信号との差が第２設定値よりも大きい場合には、前記第１補正変
数を出力し、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１設定値よりも大きい場合に
は、前記第２補正変数を出力する、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記映像信号補正部は、
　前記次の映像信号、前記フレームメモリからの前記直前の映像信号、及び前記現在の映
像信号を比較し、前記比較結果に基づいて該当する信号を生成する信号比較部、そして
　前記ルックアップテーブルからの前記補正変数、前記次の映像信号、前記フレームメモ
リからの前記直前の映像信号、及び前記現在の映像信号を、前記信号比較部からの信号に
基づいて決められた方法で演算し、前記補正映像信号を生成する演算器をさらに含み、
　前記演算器は、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１設定値以下であり、前記現
在の映像信号と前記次の映像信号との差が前記第２設定値よりも大きい場合には、前記第
１補正変数、前記現在の映像信号、及び前記次の映像信号で演算し、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１設定値よりも大きい場合に
は、前記第２補正変数、前記直前の映像信号、及び前記現在の映像信号で演算し、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１設定値以下であり、前記現
在の映像信号と前記次の映像信号との差が前記第２設定値以下である場合には、前記現在
の映像信号の補正を行わない、請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　複数の画素、
　信号源から受信した直前の映像信号、現在の映像信号、及び次の映像信号を比較し、そ
の比較結果に基づいて前記現在の映像信号を補正する映像信号補正部、そして
　前記映像信号補正部からの前記補正映像信号を、対応するデータ電圧に変えて前記画素
に供給するデータ駆動部を含み、
　前記直前の映像信号が前記現在の映像信号と第１設定値との和よりも大きく、前記現在
の映像信号と前記次の映像信号との差が第２設定値よりも大きい場合には、前記直前の映
像信号及び前記現在の映像信号に基づいて、前記現在の映像信号を補正した第１補正映像
信号を生成し、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１設定値以下であり、前記次
の映像信号が前記現在の映像信号よりも大きい場合には、前記直前の映像信号、前記現在
の映像信号、及び前記次の映像信号に基づいて、前記現在の映像信号を補正した第２補正
映像信号を生成し、
　前記直前の映像信号が前記現在の映像信号と前記第１設定値との和よりも大きく、前記
現在の映像信号と前記次の映像信号との差が前記第２設定値以下であったり、前記現在の
映像信号が前記直前の映像信号と前記第１設定値との和よりも大きい場合には、前記直前
の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて、前記現在の映像信号を補正した第３補正
映像信号を生成し、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１設定値以下であり、前記現在の
映像信号が前記次の映像信号以上である場合には、前記現在の映像信号の補正を行わない
、液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１補正映像信号は、前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて補間
された値又は前記現在の映像信号のうちの小さい値を有する、請求項４に記載の液晶表示
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装置。
【請求項６】
　前記第２補正映像信号は、前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて補間
された値、前記現在の映像信号及び前記次の映像信号に基づいて補間された値、そして前
記現在の映像信号のうちの最大値を有する、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第３補正映像信号は、前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて補間
された値である、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記映像信号補正部は、
　記憶されている前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号を出力し、前記次の映像信
号を記憶するフレームメモリ、そして
　前記現在の映像信号及び前記次の映像信号に基づいて予め決められた第１補正変数と、
前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて予め決められた第２補正変数とを
記憶し、前記次の映像信号、前記フレームメモリからの前記直前の映像信号、及び前記現
在の映像信号に基づいて当該補正変数値を出力するルックアップテーブルを含み、
　前記ルックアップテーブルは、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１設定値以下であり、前記次の映
像信号が前記現在の映像信号よりも大きい場合には、前記第１及び第２補正変数を出力し
、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１設定値よりも大きい場合には、
前記第２補正変数を出力する、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記映像信号補正部は、
　前記次の映像信号、前記フレームメモリからの前記直前の映像信号、及び前記現在の映
像信号を比較し、前記比較結果に基づいて該当する信号を生成する信号比較部、そして
　前記ルックアップテーブルからの前記補正変数、前記次の映像信号、前記フレームメモ
リからの前記直前の映像信号、及び前記現在の映像信号を、前記信号比較部からの信号に
基づいて決められた方法で演算し、前記補正映像信号を生成する演算器をさらに含み、
　前記演算器は、前記直前の映像信号が前記の現在の映像信号と第１設定値との和よりも
大きく、前記現在の映像信号と前記次の映像信号との差が第２設定値よりも大きい場合に
は、前記第２補正変数、前記直前の映像信号、及び前記現在の映像信号で演算し、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１設定値以下であり、前記次
の映像信号が前記現在の映像信号よりも大きい場合には、前記第１及び第２補正変数、前
記現在の映像信号、及び前記次の映像信号で演算し、
　前記直前の映像信号が前記現在の映像信号と前記第１設定値との和よりも大きく、前記
現在の映像信号と前記次の映像信号との差が前記第２設定値以下であったり、前記現在の
映像信号が前記直前の映像信号と前記第１設定値との和よりも大きい場合には、前記第２
補正変数、前記直前の映像信号、及び前記現在の映像信号で演算し、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１設定値以下であり、前記現在の
映像信号が前記次の映像信号以上である場合には、前記現在の映像信号の補正を行わない
、請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記フレームメモリは、第１フレームメモリ及び第２フレームメモリを含み、
　前記第１フレームメモリは、前記現在の映像信号を出力し、前記次の映像信号を記憶し
、
　前記第２フレームメモリは、前記直前の映像信号を出力し、前記第１フレームメモリか
らの前記現在の映像信号を記憶する、請求項２又は８に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記フレームメモリは３つのフレームメモリを含み、前記３つのフレームメモリは、各
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々前記直前の映像信号、前記現在の映像信号、及び前記次の映像信号を記憶する、請求項
２又は８に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記ルックアップテーブルは、第１及び第２ルックアップテーブルを含み、前記第１ル
ックアップテーブルは、前記第１補正変数を記憶し、前記第２ルックアップテーブルは、
前記第２補正変数を記憶する、請求項２又は８に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記ルックアップテーブルは、第１及び第２ルックアップテーブル含み、
　前記第１ルックアップテーブルは、前記次の映像信号及び前記現在の映像信号に基づい
て予め決められて前記第１ルックアップテーブルに記憶されている第１補正変数を出力し
、
　前記第２ルックアップテーブルは、前記現在の映像信号と前記次の映像信号に基づいて
予め決められて前記第２ルックアップテーブルに記憶されている第２補正変数を出力する
、請求項２又は８のいずれか一項に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　直前の映像信号、現在の映像信号、及び次の映像信号を受信する段階、前記直前の映像
信号、前記現在の映像信号、及び前記次の映像信号を比較する段階、そして
　前記比較段階における比較結果に基づいて前記現在の映像信号を補正する段階を含み、
　前記比較段階は、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差と、第１設定値とを比較する段階、そ
して
　前記現在の映像信号と前記次の映像信号との差と、第２設定値とを比較する段階を含み
、
　前記補正段階は、
　前記現在の映像信号及び前記次の映像信号に基づいて予め決められた第１補正変数を読
取る段階、及び
　前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて予め決められた第２補正変数を
読取る段階を含み、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１設定値以下であり、前記現在の
映像信号と前記次の映像信号との差が前記第２設定値よりも大きい場合には、前記第１補
正変数、前記現在の映像信号、及び前記次の映像信号に基づいて前記現在の映像信号を補
正し、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１設定値よりも大きい場合には、
前記第２補正変数、前記直前の映像信号、及び前記現在の映像信号に基づいて前記現在の
映像信号を補正し、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１設定値以下であり、前記現在の
映像信号と前記次の映像信号との差が前記第２設定値以下である場合には、前記現在の映
像信号の補正を行わない、液晶表示装置の映像信号補正方法。
【請求項１５】
　直前の映像信号、現在の映像信号、及び次の映像信号を受信する段階、前記直前の映像
信号、前記現在の映像信号、及び前記次の映像信号を比較する段階、そして
　前記比較段階における比較結果に基づいて前記現在の映像信号を補正する段階を含み、
　前記比較段階は、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差と、第１設定値とを比較する段階、
　前記現在の映像信号と前記次の映像信号との差と、第２設定値とを比較する段階、
　前記現在の映像信号と前記第１設定値との和と、前記直前の映像信号とを比較する段階
、そして
　前記次の映像信号と前記現在の映像信号とを比較する段階を含み、
　前記直前の映像信号が前記現在の映像信号と前記第１設定値との和よりも大きく、前記
現在の映像信号と前記次の映像信号との差が前記第２設定値よりも大きい場合には、前記
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直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて前記現在の映像信号を補正するが、前
記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて補間された値及び前記現在の映像信
号のうちの小さい値に補正し、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１設定値以下であり、前記次の映
像信号が前記現在の映像信号よりも大きい場合には、前記直前の映像信号、前記現在の映
像信号、及び前記次の映像信号に基づいて前記現在の映像信号を補正するが、前記直前の
映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて補間された値、前記現在の映像信号及び前記
次の映像信号に基づいて補間された値、そして前記現在の映像信号のうちの最大値に補正
し、
　前記直前の映像信号が前記現在の映像信号と前記第１設定値との和よりも大きく、前記
現在の映像信号と前記次の映像信号との差が前記第２設定値以下であったり、前記現在の
映像信号が前記直前の映像信号と前記第１設定値との和よりも大きい場合には、前記直前
の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて前記現在の映像信号を補正するが、前記直
前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて補間された値に補正し、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１設定値以下であり、前記現在の
映像信号が前記次の映像信号以上である場合には、前記現在の映像信号の補正を行わない
、液晶表示装置の映像信号補正方法。
【請求項１６】
　直前の映像信号、現在の映像信号、及び次の映像信号を受信する段階、前記直前の映像
信号、前記現在の映像信号、及び前記次の映像信号を比較する段階、そして
　前記比較段階における比較結果に基づいて前記現在の映像信号を補正する段階を含み、
　前記比較段階は、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差と、第１設定値とを比較する段階、
　前記現在の映像信号と前記次の映像信号との差と、第２設定値とを比較する段階、
　前記現在の映像信号と前記第１設定値との和と、前記直前の映像信号とを比較する段階
、そして
　前記次の映像信号と前記現在の映像信号とを比較する段階を含み、
　前記補正段階は、
　前記現在の映像信号及び前記次の映像信号に基づいて予め決められた第１補正変数を読
取る段階、及び
　前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて予め決められた第２補正変数を
読取る段階を含み、
　前記直前の映像信号が前記現在の映像信号と前記第１設定値との和よりも大きく、前記
現在の映像信号と前記次の映像信号との差が第２設定値よりも大きい場合には、前記第２
補正変数、前記直前の映像信号、及び前記現在の映像信号で演算し、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１設定値以下であり、前記次
の映像信号が前記現在の映像信号よりも大きい場合には、前記第１及び第２補正変数、前
記現在の映像信号、及び前記次の映像信号で演算し、
　前記直前の映像信号が前記現在の映像信号と前記第１設定値との和よりも大きく、前記
現在の映像信号と前記次の映像信号との差が第２設定値以下であったり、前記現在の映像
信号が前記直前の映像信号と前記第１設定値との和よりも大きい場合には、前記第２補正
変数、前記直前の映像信号、及び前記現在の映像信号で演算し、
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１設定値以下であり、前記現在の
映像信号が前記次の映像信号以上である場合には、前記現在の映像信号の補正を行わない
、液晶表示装置の映像信号補正方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置（ＬＣＤ）及びその映像信号補正方法に関し、より詳しくは、
信号源からの映像信号を補正する液晶表示装置及びその映像信号補正方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　一般的な液晶表示装置は、二つの表示板とその間に挟持された誘電率異方性を有する液
晶層とを含む。液晶層に電界を印加し、この電界の強さを調節して液晶層を通過する光の
透過率を調節することによって、所望の画像を得る。このような液晶表示装置は、携帯が
簡便な平板表示装置（ＦＰＤ）の代表的なものであって、その中でも薄膜トランジスタ（
ＴＦＴ）をスイッチング素子として利用したＴＦＴ-ＬＣＤが主に利用されている。
【０００３】
　このようなＴＦＴ-ＬＣＤは、コンピュータの表示装置だけでなくテレビの表示画面に
も広く用いられるにようになり、動画を実現する必要性が高まっている。しかし、従来の
ＴＦＴ-ＬＣＤは、液晶分子の応答速度が遅く、動画の実現が難しい短所がある。
【０００４】
　これは、液晶分子の応答速度が遅いために、液晶蓄電器に充電される電圧が目標電圧、
即ち所望の輝度が得られる電圧に到達するのに一定の時間がかかり、この時間は液晶蓄電
器に以前に充電されていた電圧との差によって異なってくる。例えば、目標電圧と直前電
圧との差が大きい場合には、最初から目標電圧のみを印加すると、スイッチング素子がタ
ーンオンされている間に目標電圧に到達できないことがある。
【０００５】
　液晶分子の物性的に変化させることなく駆動的な方法で液晶分子の応答速度を改善する
ために、ＤＣＣ（dynamic capacitance compensation）方式が提案された。このＤＣＣ方
式は、液晶蓄電器の両端に加えられる電圧が大きいほど充電速度が速くなるという点を利
用したものである。当該画素に印加されるデータ電圧（実際にはデータ電圧と共通電圧と
の差であるが、便宜上、共通電圧を０とする）を目標電圧よりも大きくして、液晶蓄電器
に充電される電圧が目標電圧に到達するのに所要される時間を短縮する。このようにＤＣ
Ｃ方式によって映像信号を補正すれば、応答速度は改善される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、ＤＣＣ方式によって映像信号を補正すれば、応答速度は改善されるが、画面の
フリッカー（flicker）現象が生じる可能性がある。図１は、ＤＣＣ方式による補正映像
信号に対する輝度応答を示す波形図である。図１の波形は、“０”階調の映像信号を継続
して印加する間に“１２８”階調の映像信号を印加した時の応答波形である。ここで、Ｄ
ＣＣ方式による補正映像信号は“２０８”になり、図１のように、１フレーム期間内に目
標輝度に到達するが、その次のフレームで輝度が９０％程度にまで低下してから再び目標
輝度に接近することがわかる。その影響でフリッカー現象が生じ、特に低階調領域ではな
お更その現象が著しい。
【０００７】
　一方、コンピュータを利用して設計するＣＡＤプログラムが実行されている画面中には
ワイヤーフレームを表現する画面がある。ワイヤーフレームは、３次元物体の形状を線分
の集合で表現したものである。ところが、このような画面において、ワイヤーフレームで
表現された物体を左右に移動させたり、ズームイン/アウトを実行するとフリッカー現象
が発生する。このようなフリッカーをワイヤーフレームフリッカーといい、特にパターン
化された垂直配向（ＰＶＡ）モードを採用したパネルでワイヤーフレームフリッカー現象
は著しく発生する。
【０００８】
　図２は液晶表示装置のテスト画面を示すものである。図２に示したように、灰色のバッ
ク画面で赤色の四角い箱を矢印方向のように対角方向に移動すると、四角い箱の左下と右
上の角部に、円で表示したように、四角い箱の移動方向と反対方向に青緑色（シアン）の
尾が現れる。青緑色の尾が出現する位置は、灰色→赤色→灰色に変わる領域である。この
領域で、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）の画素に対する映像信号は、１２８→０→１２８に変
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わる。映像信号が０→１２８に変わる時にＤＣＣ方式による補正映像信号は“２０８”と
なり、図３で円で示したように、目標輝度を超えるオーバーシュート（over shoot）が極
めて多く発生する。したがって、緑色及び青色の画素は目標輝度よりも高い輝度を示すよ
うになり、結果的に前記青緑色の尾が見えるようになる。
【０００９】
　ＤＣＣ方式で映像信号を補正するためには、予め設定された補正映像データを用いるが
、このような補正映像データは、安定した状態の階調が維持されている間に目標階調に変
換される時にその応答特性が所望の分だけ改善される映像信号値に設定される。ところが
、前記赤色の四角い箱を移動させる場合は、安定した状態の階調から目標階調に変換され
るのではなく、１フレーム期間のみ“０”階調が維持された状態から目標階調“１２８”
に変換されるものであるため、この場合は、安定した状態で求めた補正映像データ“２０
８”を利用した結果、非正常的なオーバーシュートが発生したのである。
【００１０】
　このような現象について、液晶キャパシタンスと画素電圧との観点から図４ａ乃至４ｃ
を参照して説明する。　
【００１１】
　図４ａ乃至図４ｃは、液晶キャパシタンスと画素電圧との関係を示す。図４ａは“１２
８”階調を維持する時の液晶キャパシタンスＣ１２８と画素電圧Ｖ１２８とを示す。図４
ｂは図４ａの状態で“０”階調に対応する画素電圧Ｖ０を印加した時を示す。この時、画
素電極は電荷量Ｑ０＝Ｃ１２８×Ｖ０を有する。液晶分子は画素電圧Ｖ０によって動き、
これによって液晶キャパシタンスも変わる。一方、スイッチング素子であるトランジスタ
は、１フレーム期間が維持される時間に比べて非常に短い時間だけオンとなり、１フレー
ム期間の終了までオフとなる。
【００１２】
　ところが、スイッチング素子がオフされると、画素に保存された電荷量（Ｑ０）には変
化があってはならない。したがって、液晶キャパシタンスが変わることによって電荷量（
Ｑ０）が維持されるためには画素電圧も変わる。図４ｃは画素電圧（Ｖ０）を印加したフ
レームの端部における電圧の変化を示す。フレームの端部で最終的に変化した液晶キャパ
シタンス（ＣＧ’）によって画素電圧はＶ０からＶＧ’に変化する。この状態でＤＣＣ方
式による補正映像信号“２０８”が入力されることは、安定した状態の“０”階調から“
１２８”階調に変換する場合に比べて過度に補正された信号が入力されることを意味する
。その結果、目標輝度を超えるオーバーシュートが発生し、青緑色の尾が画面に表示され
てしまう。
【００１３】
　本発明の目的は、映像信号補正を通じて液晶分子の遅い応答速度を改善し、フリッカー
現象など液晶画面の不良を防止する、液晶表示装置及びその映像信号補正方法を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　このような技術的課題を解決するための一つの特徴による液晶表示装置は、複数の画素
、信号源から受信した直前の映像信号、現在の映像信号、及び次の映像信号を比較し、そ
の比較結果に基づいて前記現在の映像信号を補正する映像信号補正部、そして前記映像信
号補正部からの前記補正映像信号を、対応するデータ電圧に変えて前記画素に供給するデ
ータ駆動部を含む。
【００１５】
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１設定値以下であり、前記現在の
映像信号と前記次の映像信号との差が第２設定値よりも大きい場合には、前記現在の映像
信号及び前記次の映像信号に基づいて前記現在の映像信号を補正することができる。
【００１６】
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１設定値よりも大きい場合に
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は、前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて前記現在の映像信号を補正す
ることができる。
【００１７】
　このように、直前の映像信号、現在の映像信号、及び次の映像信号の差の特性でケース
を分類し、各ケースに応じて異なる方法で補正が行われるため、前記差の特性に合う補正
動作が行われる。また、現在のフレームでプリシュート（pre-shoot）動作を行えば、次
のフレームで次の映像信号Ｇｎ+１に該当する目標輝度に迅速に接近することができ応答
速度が改善されると共に、接近以降にも輝度の変動なく安定して目標輝度が維持されるた
めフリッカー現象など液晶画面の不良を防止することができる。
【００１８】
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１設定値以下であり、前記現
在の映像信号と前記次の映像信号との差が前記第２設定値以下である場合には、前記現在
の映像信号の補正を行わない。階調差が若干あってもそれは画像が実際に変化したからで
はなくむしろノイズによるものである可能性が高いため、補正を行って階調変動に迅速に
対応するよりも、補正を行わずにそのままにして階調の変動量を小さくする。
【００１９】
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号とが同一であり、前記現在の映像信号と前記
次の映像信号とが異なる場合には、前記現在の映像信号及び前記次の映像信号に基づいて
前記現在の映像信号を補正し、前記直前の映像信号と前記現在の映像信号とが異なる場合
には、前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて前記現在の映像信号を補正
し、前記直前の映像信号、前記現在の映像信号、及び前記次の映像信号が同一である場合
には、前記現在の映像信号の補正を行わない。
【００２０】
　前記直前の映像信号が前記現在の映像信号と第１設定値との和よりも大きく、前記現在
の映像信号と前記次の映像信号との差が第２設定値よりも大きい場合には、前記直前の映
像信号及び前記現在の映像信号に基づいて、前記現在の映像信号を補正した第１補正映像
信号を生成することができる。
【００２１】
　前記第１補正映像信号は、前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて補間
された値及び前記現在の映像信号のうちの小さい値を有するのが好ましい。このように、
現在の映像信号をより低い信号に補正することにより、次のフレームにおける過度なオー
バーシュートを防止することができる。
【００２２】
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１設定値以下であり、前記次
の映像信号が前記現在の映像信号よりも大きい場合には、前記直前の映像信号、前記現在
の映像信号、及び前記次の映像信号に基づいて、前記現在の映像信号を補正した第２補正
映像信号を生成することができる。このように、第１補正信号ｇ１’のみでなく、第２補
正信号ｇ２’及び現在の映像信号Ｇｎも用いて現在の映像信号Ｇｎの補正に参照すること
により、確実なプリシュート動作が行える。
【００２３】
　前記第２補正映像信号は、前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて補間
された値、前記現在の映像信号及び前記次の映像信号に基づいて補間された値、そして前
記現在の映像信号のうちの最大値を有するのが好ましい。補正された現在の映像信号Ｇｎ

’は最大値を有するので、確実なプリシュート動作が行える。
【００２４】
　前記直前の映像信号が前記現在の映像信号と前記第１設定値との和よりも大きく、前記
現在の映像信号と前記次の映像信号との差が前記第２設定値以下であったり、前記現在の
映像信号が前記直前の映像信号と前記第１設定値との和よりも大きい場合には、前記直前
の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて、前記現在の映像信号を補正した第３補正
映像信号を生成することができる。
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【００２５】
　前記第３補正映像信号は、前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて補間
された値であるのが好ましい。
【００２６】
　前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１設定値以下であり、前記現在の
映像信号が前記次の映像信号以上である場合には、前記現在の映像信号の補正を行わない
。階調差が若干あってもそれは画像が実際に変化したからではなくむしろノイズによるも
のである可能性が高いため、補正を行って階調変動に迅速に対応するよりも、補正を行わ
ずにそのままにして階調の変動量を小さくする。
【００２７】
　前記映像信号補正部は、記憶されている前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号を
出力し、前記次の映像信号を記憶するフレームメモリ、そして前記次の映像信号、前記フ
レームメモリからの前記直前の映像信号、及び前記現在の映像信号に基づいて当該補正変
数の値を出力するルックアップテーブルを含むのが好ましい。
【００２８】
　前記フレームメモリは、第１フレームメモリ及び第２フレームメモリを含み、前記第１
フレームメモリは、前記現在の映像信号を出力し、前記次の映像信号を記憶し、前記第２
フレームメモリは、前記直前の映像信号を出力し、前記第１フレームメモリからの前記現
在の映像信号を記憶することができる。
【００２９】
　前記フレームメモリは３つのフレームメモリを含み、前記３つのフレームメモリは、各
々前記直前の映像信号、前記現在の映像信号、及び前記次の映像信号を記憶することがで
きる。
【００３０】
　前記ルックアップテーブルは、前記現在の映像信号及び前記次の映像信号に基づいて予
め決められた第１補正変数と、前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて予
め決められた第２補正変数とを記憶することができる。
【００３１】
　前記ルックアップテーブルは、前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１
設定値以下であり、前記現在の映像信号と前記次の映像信号との差が第２設定値よりも大
きい場合には、前記第１補正変数を出力し、前記直前の映像信号と前記現在の映像信号と
の差が前記第１設定値よりも大きい場合には、前記第２補正変数を出力することができる
。
【００３２】
　前記ルックアップテーブルは、前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１
設定値以下であり、前記次の映像信号が前記現在の映像信号よりも大きい場合には、前記
第１及び第２補正変数を出力し、前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が第１
設定値よりも大きい場合には、前記第２補正変数を出力することができる。
【００３３】
　前記ルックアップテーブルは、第１及び第２ルックアップテーブルを含み、前記第１ル
ックアップテーブルは、前記第１補正変数を記憶し、前記第２ルックアップテーブルは、
前記第２補正変数を記憶するのが好ましい。
【００３４】
　前記ルックアップテーブルは、第１及び第２ルックアップテーブルを含み、前記第１ル
ックアップテーブルは、前記次の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて予め決めら
れて前記第１ルックアップテーブルに記憶されている第１補正変数を出力し、前記第２ル
ックアップテーブルは、前記現在の映像信号及び前記次の映像信号に基づいて予め決めら
れて前記第２ルックアップテーブルに記憶されている第２補正変数を出力することができ
る。
【００３５】
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　前記映像信号補正部は、前記次の映像信号、前記フレームメモリからの前記直前の映像
信号、及び前記現在の映像信号を比較し、その比較結果に基づいて該当する信号を生成す
る信号比較部、そして前記ルックアップテーブルからの前記補正変数、前記次の映像信号
、前記フレームメモリからの前記直前の映像信号、及び前記現在の映像信号を、前記信号
比較部からの信号に基づいて決められた方法で演算し、前記補正映像信号を生成する演算
器をさらに含むのが好ましい。
【００３６】
　前記ルックアップテーブルは、前記現在の映像信号及び前記次の映像信号に基づいて予
め決められた第１補正変数と、前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて予
め決められた第２補正変数とを記憶し、前記演算器は、前記直前の映像信号と前記現在の
映像信号との差が第１設定値以下であり、前記現在の映像信号と前記次の映像信号との差
が第２設定値よりも大きい場合には、前記第１補正変数、前記現在の映像信号、及び前記
次の映像信号で演算し、前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１設定
値よりも大きい場合には、前記第２補正変数、前記直前の映像信号、及び前記現在の映像
信号で演算し、前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１設定値以下で
あり、前記現在の映像信号と前記次の映像信号との差が前記第２設定値以下である場合に
は、前記現在の映像信号の補正を行わないのが好ましい。
【００３７】
　前記ルックアップテーブルは、前記現在の映像信号及び前記次の映像信号に基づいて予
め決められた第１補正変数と、前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて予
め決められた第２補正変数とを記憶し、前記演算器は、前記直前の映像信号が前記現在の
映像信号と第１設定値との和よりも大きく、前記現在の映像信号と前記次の映像信号との
差が第２設定値よりも大きい場合には、前記第２補正変数、前記直前の映像信号、及び前
記現在の映像信号で演算し、前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差が前記第１
設定値以下であり、前記次の映像信号が前記現在の映像信号よりも大きい場合には、前記
第１及び第２補正変数、前記現在の映像信号、及び前記次の映像信号で演算し、前記直前
の映像信号が前記現在の映像信号と前記第１設定値との和よりも大きく、前記現在の映像
信号と前記次の映像信号との差が前記第２設定値以下であったり、前記現在の映像信号が
前記直前の映像信号と前記第１設定値との和よりも大きい場合には、前記第２補正変数、
前記直前の映像信号、及び前記現在の映像信号で演算し、前記直前の映像信号と前記現在
の映像信号との差が第１設定値以下であり、前記現在の映像信号が前記次の映像信号以上
である場合には、前記現在の映像信号の補正を行わないのが好ましい。
【００３８】
　本発明の課題を解決するための他の特徴による液晶表示装置の映像信号補正方法は、直
前の映像信号、現在の映像信号、及び次の映像信号を受信する段階、前記直前の映像信号
、前記現在の映像信号、及び前記次の映像信号を比較する段階、そして前記比較結果に基
づいて前記現在の映像信号を補正する段階を含む。
【００３９】
　前記比較段階は、前記直前の映像信号と前記現在の映像信号との差と、第１設定値とを
比較する段階、そして前記現在の映像信号と前記次の映像信号との差と、第２設定値とを
比較する段階を含むのが好ましい。
【００４０】
　前記補正段階は、前記現在の映像信号及び前記次の映像信号に基づいて予め決められた
第１補正変数を読取る段階、及び前記直前の映像信号及び前記現在の映像信号に基づいて
予め決められた第２補正変数を読取る段階を含むのが好ましい。
【００４１】
　前記比較段階は、前記現在の映像信号と第１設定値との和と、前記直前の映像信号とを
比較する段階、前記次の映像信号と前記現在の映像信号とを比較する段階をさらに含むこ
とができる。
【発明の効果】
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【００４２】
　本発明による液晶表示装置では、直前の映像信号、現在の映像信号、及び次の映像信号
の差の特性でケースを分類し、各ケースに応じて異なる方法で補正が行われるため、前記
差の特性に合う補正動作が行われ、応答速度が改善されると共に、フリッカー現象など液
晶画面の不良を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４３】
　添付した図面を参照して、本発明の実施例に対して、本発明が属する技術分野における
通常の知識を有する者が容易に実施することができるように詳細に説明する。しかし、本
発明は多様な形態で実現することができ、ここで説明する実施例に限定されない。
【００４４】
　図面は、各種層及び領域を明確に表現するために、厚さを拡大して示している。明細書
全体を通じて類似した部分については同一な図面符号を付けている。層、膜、領域、板な
どの部分が他の部分の“上に”あるとする時、これは他の部分の“すぐ上に”ある場合に
限らず、その中間に更に他の部分がある場合も含む。逆に、ある部分が他の部分の“すぐ
上に”あるとする時、これは中間に他の部分がない場合を意味する。
【００４５】
　以下、本発明の実施例による液晶表示装置及び映像信号補正方法について、図面を参照
して詳細に説明する。
【００４６】
　図５は本発明の一実施例による液晶表示装置のブロック図であり、図６は本発明の一実
施例による液晶表示装置の一画素の等価回路図である。
【００４７】
　図５に示したように、本発明の一実施例による液晶表示装置は、液晶表示板組立体３０
０、前記液晶表示板組立体に連結されたゲート駆動部４００、データ駆動部５００、前記
データ駆動部５００に連結された階調電圧生成部８００、そしてこれらを制御する信号制
御部６００を含む。
【００４８】
　液晶表示板組立体３００は、等価回路から見れば、複数の表示信号線Ｇ１-Ｇｎ、Ｄ１-
Ｄｍと、これに連結されてほぼ行列状に配列された複数の画素とを含む。
【００４９】
　表示信号線Ｇ１-Ｇｎ、Ｄ１-Ｄｍは、ゲート信号（走査信号ともいう）を伝達する複数
のゲート線Ｇ１-Ｇｎと、データ信号を伝達するデータ線Ｄ１-Ｄｍとを含む。ゲート線Ｇ

１-Ｇｎはほぼ行方向にのびて互いにほぼ平行であり、データ線Ｄ１-Ｄｍはほぼ列方向に
のびて互いにほぼ平行である。
【００５０】
　各画素は、表示信号線Ｇ１-Ｇｎ、Ｄ１-Ｄｍに連結されたスイッチング素子（Ｑ）と、
これに連結された液晶蓄電器（ＣＬＣ）及び維持蓄電器（ＣＳＴ）とを含む。維持蓄電器
（ＣＳＴ）は必要に応じて省略することができる。
【００５１】
　薄膜トランジスタなどのスイッチング素子（Ｑ）は、下部表示板１００に備えられてお
り、三端子素子であって、その制御端子及び入力端子は各々ゲート線Ｇ１-Ｇｎ及びデー
タ線Ｄ１-Ｄｍに連結されており、出力端子は液晶蓄電器（ＣＬＣ）及び維持蓄電器（Ｃ

ＳＴ）に連結されている。
【００５２】
　液晶蓄電器（ＣＬＣ）は、下部表示板１００の画素電極１９０及び上部表示板２００の
共通電極２７０を二つの端子とし、両電極１９０、２７０間の液晶層３は誘電体として機
能する。画素電極１９０はスイッチング素子（Ｑ）に連結され、共通電極２７０は上部表
示板２００の全面に形成されて、共通電圧（Ｖｃｏｍ）の印加を受ける。図６とは異なっ
て、共通電極２７０が下部表示板１００に備えられる場合もあり、その時には両電極１９
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０、２７０のうちの少なくとも１つは線状または棒形に形成されることができる。例えば
、画素電極１９０及び共通電極２７０が互いに櫛歯状に形成される。
【００５３】
　液晶蓄電器（ＣＬＣ）の補助的役割をする維持蓄電器（ＣＳＴ）は、下部表示板１００
に備えられた別個の信号線（図示せず）と画素電極１９０とが絶縁体を介して重なって形
成され、この別個の信号線には共通電圧（Ｖｃｏｍ）などの決められた電圧が印加される
。しかし、維持蓄電器（ＣＳＴ）は、画素電極１９０が絶縁体を介してすぐ上の前段ゲー
ト線と重なって形成される。
【００５４】
　一方、色表示を実現するために、各画素が三原色のうちの１つを固有に表示したり（空
間分割）、各画素が時間によって交互に三原色を表示する（時間分割）ようにして、これ
らの三原色の空間的、時間的な和によって所望の色相として認識されるようにする。図２
で、空間分割の一例として、各画素が画素電極１９０に対応する領域に赤色、緑色、また
は青色の色フィルター２３０を備えていることを示している。図２とは異なり、色フィル
ター２３０は、下部表示板１００の画素電極１９０の上や下に形成することもできる。
【００５５】
　液晶表示板組立体３００の両表示板１００、２００のうちの少なくとも一つの外側面に
は、光を偏光させる偏光子（図示せず）が付着されている。
【００５６】
　階調電圧生成部８００は、画素の透過率に関する二組の複数の階調電圧を生成する。そ
のうちの一組は共通電圧（Ｖｃｏｍ）に対して正の値を有し、もう一組は（Ｖｃｏｍ）に
対して負の値を有する。
【００５７】
　ゲート駆動部４００は、液晶表示板組立体３００のゲート線Ｇ１-Ｇｎに連結されて、
外部からのゲートオン電圧（Ｖｏｎ）及びゲートオフ電圧（Ｖｏｆｆ）の組み合わせから
なるゲート信号をゲート線Ｇ１-Ｇｎに印加し、通常複数の集積回路で形成される。
【００５８】
　データ駆動部５００は、液晶表示板組立体３００のデータ線（Ｄ１-Ｄｍ）に連結され
て、階調電圧生成部８００からの階調電圧を選択してデータ信号として画素に印加し、通
常複数の集積回路で形成される。
【００５９】
　複数のゲート駆動集積回路またはデータ駆動集積回路は、チップ形態でＴＣＰ（tape c
arrier package）（図示せず）に装着してＴＣＰを液晶表示板組立体３００に付着するこ
ともでき、ＴＣＰを使用せずにガラス基板上にこれら集積回路チップを直接付着すること
もでき（ＣＯＧ実装方式）、これら集積回路チップと同一な機能を行う回路を画素の薄膜
トランジスタと共に液晶表示板組立体３００に直接装着することもできる。
【００６０】
　信号制御部６００は、ゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００などの動作を制御す
る。
【００６１】
　以下、このような液晶表示装置の表示動作について、より詳細に説明する。
【００６２】
　信号制御部６００は、外部のグラフィック制御機（図示せず）から入力映像信号（Ｒ、
Ｇ、Ｂ）及びその表示を制御する入力制御信号、例えば垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）と水
平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、メーンクロック信号（ＭＣＬＫ）、データイネーブル信号（
ＤＥ）などを受信する。信号制御部６００は、入力映像信号Ｒ、Ｇ、Ｂ及び入力制御信号
に基づいて映像信号Ｒ、Ｇ、Ｂを液晶表示板組立体３００の動作条件に合うように適切に
処理し、ゲート制御信号ＣＯＮＴ１及びデータ制御信号ＣＯＮＴ２などを生成する。そし
て、ゲート制御信号ＣＯＮＴ１はゲート駆動部４００に送り、データ制御信号ＣＯＮＴ２
及び処理した映像信号Ｒ’、Ｇ’、Ｂ’はデータ駆動部５００に送る。信号制御部６００
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における映像信号処理方法については、後で詳細に説明する。
【００６３】
　ゲート制御信号ＣＯＮＴ１は、ゲートオン電圧（Ｖｏｎ）の出力開始を指示する垂直同
期開始信号（ＳＴＶ）、ゲートオン電圧（Ｖｏｎ）の出力時期を制御するゲートクロック
信号（ＣＰＶ）、及びゲートオン電圧（Ｖｏｎ）の持続時間を限定する出力イネーブル信
号（ＯＥ）などを含む。
【００６４】
　データ制御信号ＣＯＮＴ２は、映像データＲ’、Ｇ’、Ｂ’の入力開始を指示する水平
同期開始信号（ＳＴＨ）、データ線Ｄ１-Ｄｍに当該データ電圧の印加を指示するロード
信号（ＬＯＡＤ）、共通電圧（Ｖｃｏｍ）に対するデータ電圧の極性（以下、“共通電圧
に対するデータ電圧の極性”を“データ電圧の極性”と称する）を反転させる反転信号（
ＲＶＳ）、及びデータクロック信号（ＨＣＬＫ）などを含む。
【００６５】
　データ駆動部５００は、信号制御部６００からのデータ制御信号ＣＯＮＴ２によって１
行の画素に対する映像データＲ’、Ｇ’、Ｂ’を順に受信してシフトさせ、階調電圧生成
部８００からの階調電圧のうちの各映像データＲ’、Ｇ’、Ｂ’に対応する階調電圧を選
択することによって、映像データＲ’、Ｇ’、Ｂ’を当該データ電圧に変換した後に当該
データ線Ｄ１-Ｄｍに印加する。
【００６６】
　ゲート駆動部４００は、信号制御部６００からのゲート制御信号ＣＯＮＴ１によってゲ
ートオン電圧（Ｖｏｎ）をゲート線Ｇ１-Ｇｎに印加して、このゲート線Ｇ１-Ｇｎに連結
されたスイッチング素子（Ｑ）をターンオンさせることによって、データ線Ｄ１-Ｄｍに
印加されたデータ電圧がターンオンされたスイッチング素子（Ｑ）を通じて当該画素に印
加される。
【００６７】
　画素に印加されたデータ電圧と共通電圧（Ｖｃｏｍ）との差は、液晶蓄電器（ＣＬＣ）
の充電電圧、即ち画素電圧として示される。液晶分子などは画素電圧の大きさによってそ
の配列が異なり、これにより、液晶層３を通過する光の偏光が変化する。このような偏光
の変化は、表示板１００、２００に付着された偏光子（図示せず）によって光の透過率と
して示される。
【００６８】
　１水平周期（または１Ｈ、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、データイネーブル信号（ＤＥ
）、ゲートクロック信号（ＣＰＶ）の１周期）がすぎれば、データ駆動部５００及びゲー
ト駆動部４００は次の行の画素に対して同じ動作を反復する。
【００６９】
　このような方式で、１フレーム期間の間に全てのゲート線Ｇ１-Ｇｎに対して順にゲー
トオン電圧Ｖｏｎを印加して全ての画素にデータ電圧を印加する。１フレームが終了すれ
ば次のフレームが開始され、各画素に印加されるデータ電圧の極性が直前のフレームの極
性と逆になるように、データ駆動部５００に印加される反転信号（ＲＶＳ）の状態が制御
される（フレーム反転）。この時、１フレーム期間内でも反転信号（ＲＶＳ）の特性によ
って一つのデータ線を通って流れるデータ電圧の極性が変わったり（ライン反転）、１行
の画素に印加されるデータ電圧の極性が互いに異なることもある（ドット反転）。
【００７０】
　以下、本発明の実施例による信号制御部６００に含まれている映像信号補正部における
映像信号補正について、詳細に説明する。
【００７１】
　本発明の実施例による映像信号補正部における映像信号補正は、液晶分子の応答速度を
改善し、フリッカー現象を含む画面不良を防止するために、直前のフレームの映像信号（
以下、直前の映像信号という）、現在のフレームの映像信号（以下、現在の映像信号とい
う）、及び次のフレームの映像信号（以下、次の映像信号という）に基づいて補正映像信



(14) JP 4686148 B2 2011.5.18

10

20

30

40

50

号を生成する。
【００７２】
　本発明の実施例では、直前の映像信号、現在の映像信号、及び次の映像信号を比較し、
その比較結果に基づいて直前の映像信号、現在の映像信号、及び次の映像信号を少なくと
も２つのケースに分類する。そして、分類したケースに応じて直前の映像信号、現在の映
像信号、及び次の映像信号に基づいて１次的に演算に必要な補正変数を決めた後で、直前
の映像信号の値、現在の映像信号の値、及び次の映像信号の値、及び決められた補正変数
に基づいて補正映像信号を算出する。
【００７３】
　説明の便宜上、ｎ-１番目のフレームの映像信号Ｇｎ-１を直前の映像信号とし、ｎ番目
のフレームの映像信号Ｇｎを現在の映像信号とし、ｎ+１番目のフレームの映像信号Ｇｎ+

１を次の映像信号とする。
【００７４】
　まず、本発明の実施例による映像信号補正について説明する前に、補間法を用いて現在
の映像信号Ｇｎ及び次の映像信号Ｇｎ+１に基づいて第１補正信号ｇ１’を生成すること
について説明する。
【００７５】
　説明の便宜上、映像信号は８ビットとし、上位ビット（ＭＳＢ）はｘビット、下位ビッ
ト（ＬＳＢ）はｙビットとする。
【００７６】
　本発明の実施例で、映像信号は８ビットであるので、表示することができる階調数は２
８＝２５６である。階調数が２５６個であるので、現在の映像信号Ｇｎと次の映像信号Ｇ

ｎ+１との組合は全部で２５６×２５６＝６５，５３６個である。このような多数の組合
せ各々に対して個別に補正映像信号を決めて、それに合わせて映像信号を生成することは
、時間的、空間的に困難であるため、適切なグループに分けて処理する。
【００７７】
　本実施例では、現在の映像信号Ｇｎ及び次の映像信号Ｇｎ+１からなる領域を、現在の
映像信号Ｇｎ及び次の映像信号Ｇｎ+１の上位ビット（ＭＳＢ）ｘビットの値を基準にグ
ループ（以下、区域という）分けし、各区域で補正映像信号を生成する。一方、映像信号
の上位ビットはｘビットであるので、区域全体は横×縦＝２ｘ×２ｘ区域に分けられる。
例えば、映像信号のＭＳＢが３ビットであるとすると、横軸及び縦軸がそれぞれ現在の映
像信号Ｇｎ及び次の映像信号Ｇｎ+１からなる領域を、３ビットの値を基準にして各区域
に分ける。すると、その領域は横×縦＝８×８区域になる。ここで、区域の境界に存在す
る点は、現在の映像信号Ｇｎまたは次の映像信号Ｇｎ+１の下位ビット（ＬＳＢ）が０で
ある点である。現在の映像信号及び次の映像信号の全てに対して各区域内にある点のＭＳ
Ｂは全て同じである。
【００７８】
　区域を定義する頂点、即ち現在の映像信号及び次の映像信号Ｇｎ、Ｇｎ+１の下位ビッ
ト（ＬＳＢ）が全て０である点に対して基本補正信号を決める。このような基本補正信号
は、実験などによって予め決められる。頂点を除く他の点に対しては補間法を適用して第
１補正信号ｇ１’を算出する。ある区域の点に対して補間法を適用する時には、その区域
を定義する４つの頂点の基本補正信号を基準にして補間法を適用する。
【００７９】
　各区域の点に対して４点を基準にして補間法を適用する理由は、例えば２点や３点を基
準にして補間する場合には、区域の境界付近で基本補正信号が不連続になるためである。
本実施例のように、各区域を決める４点を基準にして補間すれば、区域の境界付近におけ
る不連続がなくなる。
【００８０】
　一方、各区域の補正変数、即ち予め決められた基本補正信号及び補間法を適用するのに
必要な変数は、ルックアップテーブルに記憶される。そして、このような補正変数をルッ
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クアップテーブルから読取り、適切な補間関数で第１補正信号ｇ１’を算出する。以下に
、映像信号のＭＳＢが３ビットで有る場合における第１補正信号ｇ１’に関する一例を表
１に示した。
【００８１】
【表１】

　
　
　直前の映像信号Ｇｎ-１及び現在の映像信号Ｇｎに基づいて第２補正信号ｇ２’を算出
する方法も、第１補正信号ｇ１’を算出する方法と同じである。ここで、第１補正信号ｇ

１’を算出するためのルックアップテーブルとは互いに異なるルックアップテーブルが用
いられ、即ち互いに異なる補正変数に基づいて補間することに違いがある。
【００８２】
　では、本発明の実施例による映像信号補正について説明する。
【００８３】
　まず、本発明の一実施例では３つのケースに分類して説明する。
【００８４】
　第１のケースは、直前の映像信号Ｇｎ-１と現在の映像信号Ｇｎとの差が設定値α以下
であり、現在の映像信号Ｇｎと次の映像信号Ｇｎ+１との差が他の設定値βよりも大きい
場合である。
【００８５】
　第２のケースは、直前の映像信号Ｇｎ-１と現在の映像信号Ｇｎとの差が設定値αより
も大きい場合である。
【００８６】
　第３のケースは、直前の映像信号Ｇｎ-１と現在の映像信号Ｇｎとの差が設定値α以下
であり、現在の映像信号Ｇｎと次の映像信号Ｇｎ+１との差が他の設定値β以下である場
合である。
【００８７】
　各ケースを式で示すと、
第１のケース:｜Ｇｎ-１－Ｇｎ｜≦α、｜Ｇｎ－Ｇｎ+１｜＞β、
第２のケース:｜Ｇｎ-１－Ｇｎ｜＞α、
第３のケース:｜Ｇｎ-１－Ｇｎ｜≦α、｜Ｇｎ－Ｇｎ+１｜≦β
である。
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【００８８】
　設定値α及びβは、液晶表示装置の特性によって予め決められる値である。もし、設定
値α及びβが全て“０”であれば、各ケースは次の通りである。
第１のケース:Ｇｎ-１＝Ｇｎ≠Ｇｎ+１、
第２のケース:Ｇｎ-１≠Ｇｎ、
第３のケース:Ｇｎ-１＝Ｇｎ＝Ｇｎ+１

　本実施例では、各ケースに対して次のような方法で現在の映像信号Ｇｎを補正する。
【００８９】
　第１のケースは、直前のフレームから現在のフレームへの階調変動は小さいが、現在の
フレームから次のフレームへの階調変動は大きい場合であって、このケースに該当する場
合には、現在の映像信号Ｇｎ及び次の映像信号Ｇｎ+１に基づいて現在の映像信号Ｇｎを
補正する。さらに具体的には、現在のフレームから次のフレームへの大きな階調変動に備
えるために、現在のフレームで予め次の映像信号Ｇｎ+１を参照して現在のフレームと次
のフレームとの階調差の一定分だけを現在のフレームに予め反映して、現在の映像信号Ｇ

ｎを補正する。この場合、補正された現在の映像信号Ｇｎ’は、前記第１補正信号ｇ１’
と等しい。このように、現在のフレームでプリシュート（pre-shoot）動作を行えば、次
のフレームで次の映像信号Ｇｎ+１に該当する目標輝度に迅速に接近することができ、接
近以降にも輝度の変動なく安定して目標輝度が維持される。
【００９０】
　第２のケースは、直前のフレームから現在のフレームへの階調変動が大きい場合であっ
て、このケースに該当する場合には、直前の映像信号Ｇｎ-１及び現在の映像信号Ｇｎに
基づいて現在の映像信号Ｇｎを補正する。即ち、この場合は、次の映像信号Ｇｎ+１とは
関係なく現在の映像信号Ｇｎを補正し、補正された現在の映像信号Ｇｎ’は前記第２補正
信号ｇ２’と等しい。
【００９１】
　第３のケースは、連続する３つのフレームの階調変動が小さい場合であって、このケー
スに該当する場合には、現在の映像信号Ｇｎの補正を行わない。階調差が若干あってもそ
れは画像が実際に変化したからではなくむしろノイズによるものである可能性が高いため
、補正を行って階調変動に迅速に対応するよりも、補正を行わずにそのままにして階調の
変動量を小さくする。
【００９２】
　このように、直前の映像信号、現在の映像信号、及び次の映像信号の差の特性でケース
を分類し、各ケースに応じて異なる方法で補正が行われるため、前記差の特性に合う補正
動作が行われる。また、現在のフレームでプリシュート（pre-shoot）動作を行えば、次
のフレームで次の映像信号Ｇｎ+１に該当する目標輝度に迅速に接近することができ応答
速度が改善されると共に、接近以降にも輝度の変動なく安定して目標輝度が維持されるた
めフリッカー現象など液晶画面の不良を防止することができる。
以下、本発明の他の実施例では５つのケースに分類する。
【００９３】
　第１のケースは、直前の映像信号Ｇｎ-１と現在の映像信号Ｇｎとの差が設定値α以下
であり、次の映像信号Ｇｎ＋１が現在の映像信号Ｇｎよりも大きい場合である。
【００９４】
　第２のケースは、直前の映像信号Ｇｎ-１が現在の映像信号Ｇｎと設定値αとの和より
も大きく、現在の映像信号Ｇｎと次の映像信号Ｇｎ＋１との差が設定値βよりも大きい場
合である。
【００９５】
　第３のケースは、直前の映像信号Ｇｎ-１が現在の映像信号Ｇｎと設定値αとの和より
も大きく、現在の映像信号Ｇｎと次の映像信号Ｇｎ＋１との差が設定値β以下である場合
である
　第４のケースは、現在の映像信号Ｇｎが直前の映像信号Ｇｎ-１と設定値αとの和より
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も大きい場合である。
【００９６】
　第５のケースは、直前の映像信号Ｇｎ-１と現在の映像信号Ｇｎとの差が設定値α以下
であり、現在の映像信号Ｇｎが次の映像信号Ｇｎ＋１以上である場合である。
【００９７】
　各ケースを式で示すと、
第１のケース:｜Ｇｎ-１－Ｇｎ｜≦α、Ｇｎ+１＞Ｇｎ、
第２のケース:Ｇｎ-１－Ｇｎ＞α、｜Ｇｎ－Ｇｎ＋１｜＞β、
第３のケース:Ｇｎ-１－Ｇｎ＞α、｜Ｇｎ－Ｇｎ+１｜≦β
第４のケース：Ｇｎ－Ｇｎ－１＞α、
第５のケース：｜Ｇｎ-１－Ｇｎ｜≦α、Ｇｎ+１≦Ｇｎ

である。ここで、設定値α及びβは、既に説明した実施例と同様に、液晶表示装置の特性
によって予め決められる値である。
【００９８】
　本実施例では、各ケースに対して次の方法で現在の映像信号Ｇｎを補正する。
【００９９】
　第１のケースは、直前のフレームから現在のフレームへの階調変動は小さいが、現在の
フレームから次のフレームへの階調変動は大きい場合であって、直前の映像信号Ｇｎ-１

、現在の映像信号Ｇｎ、及び次の映像信号Ｇｎ+１に基づいて現在の映像信号Ｇｎを補正
する。補正された現在の映像信号Ｇｎ’は、第１補正信号ｇ１’、第２補正信号ｇ２’、
そして現在の映像信号Ｇｎのうちの最大値を有する。このように、第１補正信号ｇ１’の
みでなく、第２補正信号ｇ２’及び現在の映像信号Ｇｎも用いて現在の映像信号Ｇｎの補
正に参照することにより、確実なプリシュート動作が行える。
【０１００】
　第２のケースは、直前のフレームの階調に対して現在のフレームの階調が急速に低下し
て再び現在のフレームの階調に対して次のフレームの階調が大きく変動する場合であって
、直前の映像信号Ｇｎ－１及び現在の映像信号Ｇｎに基づいて現在の映像信号Ｇｎを補正
する。補正された現在の映像信号Ｇｎ’は、第２補正信号ｇ２’及び現在の映像信号Ｇｎ

のうちの小さい値を有する。このように、現在の映像信号をより低い信号に補正すること
により、次のフレームにおける過度なオーバーシュートを防止することができる。
【０１０１】
　第３のケースは、直前のフレームの階調に対して現在のフレームの階調が急速に低下す
るが現在のフレームの階調に対して次のフレームの階調が小さく変動する場合であって、
直前の映像信号Ｇｎ－１及び現在の映像信号Ｇｎに基づいて現在の映像信号Ｇｎを補正す
るが、第２のケースとは異なり、補正された現在の映像信号Ｇｎ’は第２補正信号ｇ２’
と等しい。
【０１０２】
　第４のケースは、直前のフレームの階調に対して現在のフレームの階調が急速に上昇す
る場合であって、直前の映像信号Ｇｎ－１及び現在の映像信号Ｇｎに基づいて現在の映像
信号Ｇｎを補正するが、補正された現在の映像信号Ｇｎ’は、第３のケースと同様に、第
２補正信号ｇ２’と等しい。
【０１０３】
　第５のケースは、直前のフレームから現在のフレームへの階調変動が小さく、現在のフ
レームから次のフレームへの階調変動も小さい場合であって、この時は、現在の映像信号
Ｇｎの補正を行わない。
【０１０４】
　以下、このような映像信号補正を行うための本発明の一実施例による映像信号補正部に
ついて、図７を参照して具体的に説明する。
【０１０５】
　図７は本発明の一実施例による映像信号補正部のブロック図である。
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【０１０６】
　図７に示したように、本実施例による映像信号補正部６５０は、信号受信機６１、信号
受信機６１に連結されたフレームメモリ６２、そして信号受信機６１及びフレームメモリ
６２に連結された映像信号変換器６４を含む。
【０１０７】
　映像信号変換器６４は、信号受信機６１及びフレームメモリ６２に連結されているルッ
クアップテーブル６４０、入力がルックアップテーブル６４０、信号受信機６１、及びフ
レームメモリ６２に連結されており、出力が映像信号補正部６５０の出力である演算器６
４３、そして入力が信号受信機６１及びフレームメモリ６２に連結されており、出力がル
ックアップテーブル６４０及び演算器６４３に連結されている信号比較部６４４を含む。
【０１０８】
　図７に示した映像信号補正部６５０の信号受信機６１は、信号源（図示せず）から映像
信号Ｇｍ+１を受信して映像信号補正部６５０が処理できるような映像信号に変換する。
信号受信機６１は、この映像信号をフレームメモリ６２及び映像信号変換器６４に次の映
像信号Ｇｎ＋１として供給する。
【０１０９】
　フレームメモリ６２は、記憶されている直前の映像信号Ｇｎ-１及び現在の映像信号Ｇ

ｎを映像信号変換器６４に供給し、信号受信機６１から伝送される次の映像信号Ｇｎ+１

を記憶する。
【０１１０】
　映像信号変換器６４の信号比較部６４４は、フレームメモリ６２からの直前の映像信号
Ｇｎ-１及び現在の映像信号Ｇｎと、信号受信機６１からの次の映像信号Ｇｎ+１とに基づ
いて上述のようにケースを区分し、各ケースに該当する信号を生成して、ルックアップテ
ーブル６４０及び演算器６４３に供給する。
【０１１１】
　映像信号変換器６４のルックアップテーブル６４０は、２つの２ｘ×２ｘの区域に分け
られる。その一区域には現在の映像信号Ｇｎ及び次の映像信号Ｇｎ+１に基づいた第１補
正変数ｆ１が記憶され、他の一区域には直前の映像信号Ｇｎ-１及び現在の映像信号Ｇｎ

に基づいた第２補正変数ｆ２が記憶される。第１補正変数ｆ１は、現在の映像信号Ｇｎ及
び次の映像信号Ｇｎ+１の下位ビットが全て０である場合の第１基本補正信号及び補間法
の適用に必要な変数などからなり、第２補正変数ｆ２は、直前の映像信号Ｇｎ-１及び現
在の映像信号Ｇｎの下位ビットが全て０である場合の第２基本補正信号及び補間法の適用
に必要な変数などからなる。
【０１１２】
　ルックアップテーブル６４０は、信号比較部６４４からの信号により第１補正変数ｆ１

の値または第２補正変数ｆ２の値を読取って演算器６４３に出力する。
【０１１３】
　ルックアップテーブル６４０は、直前の映像信号と現在の映像信号との差が設定値α以
下であり、現在の映像信号と次の映像信号との差が設定値βよりも大きい場合には、第１
補正変数ｆ１を出力し、直前の映像信号と現在の映像信号との差が設定値αよりも大きい
場合には、第２補正変数ｆ２を出力する。
【０１１４】
　また、ルックアップテーブル６４０は、直前の映像信号と現在の映像信号との差が設定
値α以下であり、次の映像信号が現在の映像信号よりも大きい場合には、第１及び第２補
正変数ｆ１及びｆ２を出力し、直前の映像信号と現在の映像信号との差が設定値αよりも
大きい場合には、第２補正変数ｆ２を出力する。
【０１１５】
　一方、演算器６４３は、信号比較部６４４からの信号によってケースを判別し、ルック
アップテーブル６４０からの第１補正変数ｆ１または第２補正変数ｆ２と、直前の映像信
号Ｇｎ－１、現在の映像信号Ｇｎ、または次の映像信号Ｇｎ＋１とに基づいて第１及び第
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２補正信号ｇ１’、ｇ２’を算出した後、補正映像信号Ｇｎ’を生成する。図８を参考に
して、本発明の他の実施例による映像信号補正部について説明する。
【０１１６】
　図８は本発明の他の実施例による映像信号補正部のブロック図である。図７と重複する
部分は同じ符号を付けて説明を省略する。
【０１１７】
　図８のように、本実施例による映像信号補正部６５０のフレームメモリ６２は、信号受
信機６１に連結されている第１フレームメモリ６２１、及び第１フレームメモリ６２１に
連結されている第２フレームメモリ６２２を含み、映像信号変換器６４のルックアップテ
ーブル６４０は、信号受信機６１及び第１フレームメモリ６２１に連結されている第１ル
ックアップテーブル６４１、及び第１及び第２フレームメモリ６２１、６２２に連結され
ている第２ルックアップテーブル６４２を含む。
【０１１８】
　第１フレームメモリ６２１は、記憶されている現在の映像信号Ｇｎを映像信号変換器６
４及び第２フレームメモリ６２２に供給し、信号受信機６１からの次の映像信号Ｇｎ＋１

を記憶する。
【０１１９】
　第２フレームメモリ６２２は、記憶されている直前の映像信号Ｇｎ-１を映像信号変換
器６４に供給し、第１フレームメモリ６２１からの現在の映像信号Ｇｎを記憶する。
【０１２０】
　第１ルックアップテーブル６４１には現在の映像信号Ｇｎ及び次の映像信号Ｇｎ+１に
基づいた第１補正変数ｆ１が記憶され、第２ルックアップテーブル６４２には直前の映像
信号Ｇｎ-１及び現在の映像信号Ｇｎに基づいた第２補正変数ｆ２が記憶される。第１及
び第２ルックアップテーブル６４１、６４２は、信号比較部６４４から各場合に該当する
信号を受信して、直前の映像信号Ｇｎ-１、現在の映像信号Ｇｎ、及び次の映像信号Ｇｎ+

１に対応する第１または第２補正変数ｆ１、ｆ２を演算器に送る。
【０１２１】
　以下、図９を参照して、本発明の他の実施例による映像信号補正動作を説明する。
【０１２２】
　図９は本発明の他の実施例による映像信号補正部のブロック図であり、図７と重複する
部分は同じ符号を付けて説明を省略する。
【０１２３】
　図９に示したように、本実施例による映像信号補正部６５０のフレームメモリ６２は、
信号受信機６１に連結されている第１フレームメモリ６２１、第１フレームメモリ６２２
に連結されている第２フレームメモリ６２２、そして第２フレームメモリ６２２に連結さ
れている第３フレームメモリ６２３を含む。
【０１２４】
　第１フレームメモリ６２１は、記憶されている次の映像信号Ｇｎ＋１を第２フレームメ
モリ６２２及び映像信号変換器６４に供給し、信号受信機６１からｎ＋２番目のフレーム
の映像信号Ｇｎ＋２を受信して記憶する。
【０１２５】
　第２フレームメモリ第２フレームメモリ６２２は、記憶されている現在の映像信号Ｇｎ

を第３フレームメモリ６２３と映像信号変換器６４に供給し、第１フレームメモリ６２１
から次の映像信号Ｇｎ+１を受信して記憶する。
【０１２６】
　第３フレームメモリ６２３は、記憶されている直前の映像信号Ｇｎ－１を映像信号変換
器６４に供給し、第２フレームメモリ６２２から現在の映像信号Ｇｎを受信して記憶する
。
【０１２７】
　一方、図９では映像信号変換器６４が１つのルックアップテーブル６４０を含むものと
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して示されているが、前記実施例のように２つのルックアップテーブルを含むこともでき
る。
【０１２８】
　本発明の実施例による映像信号補正部６５０または映像信号変換器６４は、信号制御部
の一部として示されているが、信号制御部６００と分離されて別々に存在することもでき
る。
【０１２９】
　以下、図１０を参照して、本発明の一実施例による映像信号変換器６４の動作を詳細に
説明する。
【０１３０】
　図１０は、本発明の一実施例による映像信号変換器６４の動作フローチャートである。
【０１３１】
　まず、動作が開始されると（Ｓ１０）、映像信号変換器６４は、フレームメモリ６２か
ら直前の映像信号Ｇｎ-１及び現在の映像信号Ｇｎ、そして信号受信機６１から次の映像
信号Ｇｎ+１を読取る（Ｓ２０）。
【０１３２】
　その後、信号比較部６４４は、直前の映像信号Ｇｎ-１と現在の映像信号Ｇｎとの差を
算出した後で設定値αと比較する（Ｓ３０）。
【０１３３】
　この時、設定値αは映像信号の状態や環境によって可変であり、一般に映像信号がノイ
ズの影響を多く受ける場合はαの値を大きく設定し、反対の場合はα値を小さく設定する
。αの値は０以上で、総階調数を１６で割った数、例えば階調が２５６個であれば０～１
６の範囲の値が好ましい。
【０１３４】
　直前の映像信号Ｇｎ-１と現在の映像信号Ｇｎとの差を設定値αと比較して、その差が
設定値α以下であれば、信号比較部６４４は、現在の映像信号Ｇｎと次の映像信号Ｇｎ+

１との差を算出した後で設定値βと比較する（Ｓ４０）。
【０１３５】
　この時、設定値βも設定値αと同じ方法で選択される。
【０１３６】
　現在の映像信号Ｇｎと次の映像信号Ｇｎ+１との差を設定値βと比較した結果、その差
が設定値β以下であれば、信号比較部６４４はこれに対応する信号を演算器６４３に出力
する。
【０１３７】
　これにより、演算器６４３は、別途の補正動作を行わずに現在の映像信号Ｇｎを補正映
像信号Ｇｎ’として出力する（Ｓ５０）。
【０１３８】
　しかし、ステップ４０（Ｓ４０）で比較した結果、現在の映像信号Ｇｎと次の映像信号
Ｇｎ+１との差が設定値βよりも大きい場合には、信号比較部６４４は、これに対応する
信号をルックアップテーブル６４０及び演算器６４３に出力する。これにより、演算器６
４３は、第１補正変数ｆ１をルックアップテーブル６４０から読取る（Ｓ６０）。その後
、読取った第１補正変数ｆ１と現在の映像信号Ｇｎ、及び次の映像信号Ｇｎ+１に基づい
て第１補正映像信号ｇ１’を算出する（Ｓ７０）。
【０１３９】
　この時、補正映像信号Ｇｎ’は次のような関数で示される。ここで、関数Ｆ１は、変数
ｆ１、Ｇｎ、Ｇｎ+１により補間を行うための補間関数である。
【０１４０】
　Ｇｎ’＝ｇ１’＝Ｆ１（ｆ１、Ｇｎ、Ｇｎ+１）
　一方、ステップ３０（Ｓ３０）で比較した結果、直前の映像信号Ｇｎ-１と現在の映像
信号Ｇｎとの差が設定値αより大きい場合には、信号比較部６４４は、これに対応する信
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号をルックアップテーブル６４０及び演算器６４３に出力する。
【０１４１】
　これにより、演算器６４３は、第２補正変数ｆ２をルックアップテーブル６４０から読
取る（Ｓ８０）。その後、読取った第２補正変数ｆ２、直前の映像信号Ｇｎ-１、及び現
在の映像信号Ｇｎに基づいて第２補正映像信号ｇ２’を算出する（Ｓ９０）。
【０１４２】
　この時、補正映像信号Ｇｎ’は次のような関数で示される。ここで、関数Ｆ２は、変数
ｆ２、Ｇｎ-１、Ｇｎによる補間関数である。
【０１４３】
　Ｇｎ’＝ｇ２’＝Ｆ２（ｆ２、Ｇｎ-１、Ｇｎ）
　映像信号変換器６４は、このような方法で入力される映像信号Ｇｎ+１、Ｇｎ、Ｇｎ-１

の場合に応じて各々該当する補間関数に基づいて補正映像信号Ｇｎ’を算出して出力する
。
【０１４４】
　以下、図１１を参照して、本発明の他の実施例による映像信号変換機６４の動作を詳細
に説明する。
【０１４５】
　図１１は、本発明の他の実施例による映像信号変換機６４の動作フローチャートである
。
【０１４６】
　まず、映像信号変換器６４は、フレームメモリ６２から直前の映像信号Ｇｎ－１及び現
在の映像信号Ｇｎを、信号受信機６１から次の映像信号Ｇｎ＋１を読取る（Ｓ１２０）。
【０１４７】
　その後、信号比較部６４４は、直前の映像信号Ｇｎ－１と現在の映像信号Ｇｎとの差を
算出した後で設定値αと比較する（Ｓ１３０）。ステップ１３０（Ｓ１３０）で比較した
結果、その差が設定値α以下である場合には、信号比較部６４４は、現在の映像信号Ｇｎ

と次の映像信号Ｇｎ＋１とを比較する（Ｓ１３５）。ステップ１３５（Ｓ１３５）で比較
した結果、次の映像信号Ｇｎ＋１が現在の映像信号Ｇｎよりも大きい場合には、信号比較
部６４４は、これに対応する信号をルックアップテーブル６４０及び演算器６４３に出力
する。
【０１４８】
　これにより、演算器６４３は、第１及び第２補正変数ｆ１、ｆ２をルックアップテーブ
ル６４０から読取る（Ｓ１４０）。その後、第１補正変数ｆ１、現在の映像信号Ｇｎ、及
び次の映像信号Ｇｎ＋１に基づいて第１補正信号ｇ１’を算出し、第２補正変数ｆ２、直
前の映像信号Ｇｎ－１、及び現在の映像信号Ｇｎに基づいて第２補正信号ｇ２’を算出す
る（Ｓ１４３）。そして、演算器６４３は、第１及び第２補正信号ｇ１’、ｇ２’、及び
現在の映像信号Ｇｎのうちの最大値を選択して補正映像信号Ｇｎ’として出力する（Ｓ１
４５）。
【０１４９】
　一方、ステップ１３５（Ｓ１３５）で、次の映像信号Ｇｎ＋１が現在の映像信号Ｇｎ以
下である場合には、信号比較部６４４は、これに対応する信号を演算器６４３に出力し、
これにより、演算器６４３は、別途の補正動作を行わずに現在の映像信号Ｇｎを補正映像
信号Ｇｎ’として出力する（Ｓ１５０）。
【０１５０】
　さらに、ステップ１３０で、直前の映像信号Ｇｎ－１と現在の映像信号Ｇｎとの差が設
定値αよりも大きい場合には、信号比較部６４４は、直前の映像信号Ｇｎ－１から現在の
映像信号Ｇｎを引いた値と設定値αとを比較する（Ｓ１６０）。
【０１５１】
　ステップ１６０の比較結果で、前記引いた値が設定値αよりも大きい場合には、現在の
映像信号Ｇｎと次の映像信号Ｇｎ＋１との差を算出して設定値βと比較する（Ｓ１６５）
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。ステップ１６５の比較結果で、その差が設定値βよりも大きい場合には、信号比較部は
、これに対応する信号をルックアップテーブル６４０及び演算器６４３に出力する。
【０１５２】
　これにより、演算器６４３は、第２補正変数ｆ２をルックアップテーブル６４０から読
取る（Ｓ１７０）。その後、第２補正変数ｆ２、直前の映像信号Ｇｎ－１、及び現在の映
像信号Ｇｎに基づいて第２補正信号ｇ２’を算出する（Ｓ１７３）。そして、演算器６４
３は、第２補正信号ｇ２’及び現在の映像信号Ｇｎのうちの小さい値を選択して補正映像
信号Ｇｎ’として出力する（Ｓ１７５）。
【０１５３】
　ステップ１６５の比較結果で、その差が設定値β以下であったり、ステップ１６０の比
較結果で、前記引いた値が設定値α以下である場合には、信号比較部６４４は、これに対
応する信号をルックアップ６４０及び演算器６４３に出力する。
【０１５４】
　これにより、演算器６４３は、第２補正変数ｆ２をルックアップテーブル６４０から読
取る（Ｓ１８０）。その後、第２補正変数ｆ２、直前の映像信号Ｇｎ－１、及び現在の映
像信号Ｇｎに基づいて第２補正信号ｇ２’を算出して（Ｓ１８３）、補正映像信号Ｇｎ’
として出力する（Ｓ１８５）。
【０１５５】
　以下、本発明の実施例によって生成された補正映像信号を、図２のテスト画面に適用し
た結果について説明する。
【０１５６】
　図１２は本発明の実施例による液晶表示装置における補正映像信号に対する輝度応答を
示す波形図である。図１２では、映像信号が図３と同様に変動している。図３と対比して
図１２を見れば、４番目のフレームでオーバーシュートが著しく減少したことがわかり、
応答速度の面でも１フレーム期間内に目標輝度に接近することが分かる。そして、４番目
のフレーム以降のフレームにおいて輝度の低下なくほぼ一定の輝度を維持することが分か
る。その結果、図２のような青緑色の尾は発生しなくなる。
【０１５７】
　また、ワイヤーフレームフリッカー現象の問題も、第１及び第２補正変数ｆ１、ｆ２を
適切に決めることによって解決することができ、低階調領域における輝度の低下の問題も
改善される。例えば、次のように第１及び第２補正変数ｆ１、ｆ２を設定すると、ワイヤ
ーフレームフリッカー現象を防止することができる。ここで、ワイヤーフレームフリッカ
ー現象は、映像信号の上昇時間及び下降時間が異なる場合に発生する。したがって、上昇
時間及び下降時間が同一な場合には発生しない。例えば、液晶表示装置で、高い階調から
低い階調に変換されるように映像信号を入力した場合、下降時間が上昇時間に比べて一般
に短くなる。そこで、直前の映像信号が現在の映像信号よりも大きい場合、現在の映像信
号値以上の値に現在の映像信号を補正することで、下降時間が長くなるように第１補正変
数ｆ１を適切に決める。同様に、現在の映像信号が次の映像信号よりも大きい場合、現在
の映像信号値以上の値に現在の映像信号を補正することで、下降時間が長くなるように第
２補正変数ｆ２を適切に決める。より具体的には、直前の映像信号の上位ビットが現在の
映像信号の上位ビットより大きければ、現在の映像信号値以上の値に第１補正変数ｆ１の
値を決定する。同様に、現在の映像信号の上位ビットが次の映像信号の上位ビットより大
きければ、次の映像信号値以上の値に第２補正変数ｆ２の値を決定する。このように第１
及び第２補正変数ｆ１及びｆ２の値を設定すれば、ワイヤーフレームフリッカー現象を防
止することができる。
【０１５８】
　以上で、本発明の好ましい実施例について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれ
に限定されるわけではなく、特許請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した
当業者の様々な変形及び改良形態も本発明の権利範囲に属する。
【図面の簡単な説明】
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【０１５９】
【図１】ＤＣＣ方式による補正映像信号に対する輝度応答を示す波形図である。
【図２】液晶表示装置のテスト画面を示す図面である。
【図３】図２のテスト画面のように表示する場合に、ＤＣＣ方式による補正映像信号に対
する輝度応答を示す波形図である。
【図４ａ】“１２８”階調を維持する場合の液晶キャパシタンスと画素電圧との関係を示
す。
【図４ｂ】“０”階調に対応する画素電圧を印加する場合の液晶キャパシタンスと画素電
圧との関係を示す。
【図４ｃ】１フレームの端部における液晶キャパシタンスと画素電圧との関係を示す。
【図５】本発明の一実施例による液晶表示装置のブロック図である。
【図６】本発明の一実施例による液晶表示装置の一画素の等価回路図である。
【図７】本発明の一実施例による映像信号補正部のブロック図である。
【図８】本発明の他の実施例による映像信号補正部のブロック図である。
【図９】本発明の他の実施例による映像信号補正部のブロック図である。
【図１０】本発明の一実施例による映像信号変換機の動作フローチャートである。
【図１１】本発明の他の実施例による映像信号変換機の動作フローチャートである。
【図１２】本発明の実施例による液晶表示装置で補正された映像信号に対する輝度応答波
形図である。
【符号の説明】
【０１６０】
１００、２００　表示板
１９０　画素電極
２７０　共通電極
３００　液晶表示板組立体
４００　ゲート駆動部
５００　データ駆動部
６００　信号制御部
６２１、６２２、６２３　フレームメモリ
６４３　演算器
６４０、６４１，６４２　ルックアップテーブル
６４４　信号比較部
６５０　映像信号補正部
８００　階調電圧生成部
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摘要(译)

甲提高液晶分子的响应速度慢通过视频信号校正，以防止在液晶屏的故
障，诸如闪烁，以提供一个液晶显示器和一个视频信号的校正方法。 本
发明涉及一种液晶显示装置，液晶显示装置中，多个像素，立即从一个
信号源，所述当前视频信号接收之前的视频信号，并且下一个视频信
号，该比较结果进行比较一种视频信号校正单元，用于根据当前视频信
号校正当前视频信号，和数据驱动单元，用于通过改变相应的数据电
压，从视频信号校正单元向像素提供校正后的视频信号。根据本发明，
紧接在视频信号中，当前视频信号，前向和分类的情况下的下一个视频
信号之间的差异的特性，这取决于每种情况下进行校正不同，适合的差
的特性执行校正操作，提高响应速度，并且可以防止诸如闪烁现象的液
晶屏的缺陷。 点域7
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